































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出i 柄 氏名 出身 世 世主
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7Jl 8Jl 9Jl 10Jl I月 12月
河向郊窃 土民木IMj官僚
二;.fCfを雌1 345  2 5 
i宮村瑚主 3 4 1 
民政官僚(奏任) 武田昌次 ]東庁: 勧'M業ヨ由主完主忍 等IJ芸出掛仕長
民政官僚(爽任) 田中芳男 東京 寵|1I体潟主
:日子 2 
















内 f官僚 正l 5少
同国土木官僚 |位':!i 土Y，t9等出t
いjト土木官服 !i I'J、1(福岡) 土木寮1等出仕→10等出t
*典拠「明治八年乙玄一月起巡遊日誌J(古田健作関係文書 1)、「明治九年一月 線旅日誌ニJ(吉田健作間属文~f2)
































η h  
~必、I手二両l耐…嗣
学災拠 f明治 1.{I:e-)]J:il .I1Jt旅日誌三J(i1f[IJ飽作関係文l!l3)
80 
判 1，1;Il!身僻告などについては寺附r人総『明治初期6泊以録制闘』第 3 在 (~'j'間後ìl"). 1977句〉伝どを却i
した。
ホ1":2 ほかにも阿郷者と思しさ人物や古川が3包括iしていた弘熟の生徒との後触があるが、 1¥身などの的奴が不明なた
め省略した.
81 
あ
る
岡
毅
で
あ
る
。
内
務
省
勧
業
察
発
足
当
初
か
ら
判
任
官
と
し
て
所
属
し
、
勧
業
資
〆
勧
淡
局
に
隠
す
る
判
任
官
の
中
で
も
等
級
が
向
く
、
『
淡
務
相
附
米
』
で
も
多
く
の
回
議
怒
に
立
案
者
と
し
て
設
場
し
て
い
る
。
岡
と
は
会
議
(
③
叩
3
・
m、
③
ω
6
・
ω)
や
植
物
試
験
(
③
印
5
ω
)
の
阻
切
な
ど
、
仕
事
上
で
開
酬
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
く
、
「
今
新
宿
出
勤
、
列
刻
退
庁
ヨ
ワ
内
野
氏
向
行
ニ
テ
同
氏
/
宅
ニ
到
リ
、
戸筏】緩
話
数
刻
退
散
ス
」
(
③
叩
・
2
m
)
な
ど
、
勤
務
外
で
会
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
、
潤
の
府
で
は
河
τ附
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
郊
に
見
た
よ
う
に
、
古
思
が
希
望
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
へ
の
製
麻
薬
視
察
に
つ
い
て
相
談
し
た
の
は
岡
で
(
③
m
・
3
・
お
)
、
問
中
芳
男
へ
の
言
伝
な
ど
の
は
か
ら
い
を
行
っ
て
お
り
、
仕
事
上
の
良
き
先
制
相
同
僚
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
飯
間
孝
次
・
内
野
信
武
は
と
も
に
仕
事
上
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
多
い
良
政
末
端
官
僚
で
あ
る
。
等
級
は
岡
よ
り
も
士
口
沼
に
近
い
。
飯
聞
と
は
と
も
に
「
試
験
事
務
罰
的
条
例
」
の
「
取
調
委
員
」
(③
ω
・
3
幻
)
に
抜
慰
さ
れ
て
お
り
、
内
膝
新
宿
試
験
場
内
服
勧
業
博
覧
会
の
事
務
で
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
今
日
上
野
出
勤
、
飯
間
氏
モ
出
勤
、
午
後
四
時
退
局
、
飯
田
氏
卜
一
一
一
枚
橋
辺
ヨ
リ
人
事
ヲ
箆
イ
(
中
略
)
亀
井
戸
天
満
官
ニ
謁
」
し
、
茶
脂
で
藤
が
務
剛
胤
に
咲
い
て
い
る
場
所
を
陣
取
っ
て
「
小
酌
」
を
し
て
い
る
(
③
叩
5
7
)
。
内
野
と
は
休
暇
に
同
僚
の
麻
薙
山
内
則
婦
人
ら
と
博
覧
会
を
見
物
す
る
(
①
8
日
6
)
な
ど
、
私
的
な
付
き
合
い
も
多
い
。
胞
の
A
M
m
同
町
逸
高
田
正
行
は
公
務
で
は
勿
論
の
こ
と
、
金
田
と
は
天
長
節
の
休
暇
に
桜
田
門
外
に
お
け
る
観
兵
式
を
と
も
に
見
物
(
①
8
・
H
・
3
)
、
退
庁
後
「
銀
殴
京
矯
辺
ナ
ル
源
楼
ニ
登
、
小
酌
」
(
③
m
l
幻
)
、
高
田
と
は
「
六
時
ヨ
ワ
潟
田
氏
ト
小
酌
ヲ
一
一
一
河
屋
ニ
求
メ
」
(
③
印
・
1
・
引
)
「
退
局
ヨ
リ
硲
剖
氏
卜
殴
ツ
谷
街
ノ
小
泊
宿
ニ
テ
小
動
」
(
③
ω
5
・
m)
な
ど
、
仕
事
終
わ
り
ゃ
休
日
に
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
。
公
私
に
わ
た
っ
て
伶
の
良
い
人
物
と
い
え
る
。
松
方
正
義
や
橋
本
正
人
ら
良
政
首
脳
部
と
は
、
年
賀
の
挨
拶
(
③
m
e
l
-、
③
m
・
1
・
3
)
の
ほ
か
、
職
務
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
淡
務
課
長
/
動
植
課
長
の
「
良
政
実
務
官
僚
」
岩
山
敬
殺
と
は
、
問
中
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
公
務
に
お
い
て
接
触
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
専
ら
公
的
な
関
係
で
あ
る
。
一
方
、
大
久
保
利
述
内
務
卿
ら
内
務
省
首
脳
部
と
は
、
「
大
久
保
内
務
卿
来
臨
ス
」
(
③
8
3
7
)
や
「
大
久
保
内
務
卿
。
林
内
務
少
職
。
河
瀬
勧
業
頭
等
当
支
庁
ニ
来
ル
」
(
③
8
・
6
・
U
)
と
い
っ
た
描
写
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
試
験
場
訪
問
の
記
録
の
み
で
、
日
記
か
ら
A
舗
}
接
触
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
唯
一
の
例
外
が
、
石
井
省
一
郊
と
同
行
時
に
「
白
金
町
二
テ
北
代
内
務
少
季
一
出
き
(
①
8
5
1
)
と
い
う
北
代
正
直
内
務
少
丞
で
あ
る
。
ま
た
、
内
務
省
の
他
の
祭
局
(
一
戸
籍
土
木
智
保
な
ど
)
の
官
僚
と
は
、
山
名
良
義
な
ど
の
元
政
政
官
僚
か
、
後
述
す
る
吉
医
と
同
郷
の
土
木
宮
僚
の
場
合
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
接
触
が
な
い
。
博
覧
会
官
僚
と
抑
制
緩
的
に
関
わ
る
の
82 
も
、
官
邸
が
内
閣
勧
業
博
覧
会
事
務
兼
勤
を
一
一
吉
田
い
波
さ
れ
て
か
ら
後
の
こ
と
で
あ
る
。
士
同
胞
の
所
隠
す
る
段
務
課
新
宿
試
験
場
以
外
の
淡
政
官
僚
は
、
例
え
ば
「
内
閣
勧
業
博
覧
会
事
務
局
ヨ
リ
勧
山
崎
局
政
学
課
行
、
《フ
4
一7
4サ
ル
ワ
4
ア〕
米
悶
政
府
万
悶
博
覧
会
日
本
出
品
目
録
横
文
一
一
附
、
悶
諜
浅
井
義
重
氏
ニ
波
ス
」
(
③
ω
7
6
)
と
い
う
股
学
課
所
属
の
浅
井
義
援
の
よ
う
に
、
職
務
の
一
環
と
し
て
接
す
る
に
と
ど
ま
る
。
以
上
、
良
政
末
端
官
僚
の
人
的
な
接
触
は
、
お
お
む
ね
そ
の
所
属
す
る
部
局
の
関
係
者
に
限
ら
れ
、
地
位
が
近
い
ほ
ど
公
私
問
わ
ず
接
触
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
直
属
の
上
司
で
、
部
局
の
阪
と
も
い
え
る
「
山
崎
政
実
務
官
僚
」
(
士
口
留
の
場
合
は
田
中
川
方
労
)
と
は
、
地
位
に
依
存
し
な
い
特
別
な
擦
が
り
を
看
取
で
き
る
。
(
一
一
)
民
間
幾
業
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
公
務
に
お
い
て
、
特
に
「
成
政
実
務
官
僚
」
な
ど
の
仲
介
で
民
間
の
淡
業
関
係
者
と
接
触
す
る
機
会
が
悶
々
あ
っ
た
。
山
石
山
敬
淡
勧
業
権
助
の
命
で
、
「
川
町
外
国
種
物
各
種
ヲ
我
岩
山
氏
ニ
脳
レ
リ
禁
返
礼
且
栽
培
法
制
一
サ
ヲ
尋
問
セ
シ
為
」
に
「
独
逸
人
ク
ラ
マ
氏
」
と
商
会
し
(
①
8
6
・
U
)
、
後
日
「
前
ク
ラ
マ
氏
来
ル
、
彼
ノ
外
限
種
物
播
布
法
指
南
/
為
メ
前
日
米
一
市
乞
ノ
約
ア
レ
ハ
ナ
リ
、
即
チ
岩
山
権
助
・
菅
山
七
等
出
佐
弁
同
氏
ト
蒔
地
二
梅
ム
、
我
山
蹴
直
井
両
氏
之
ニ
預
ル
」
(
①
8
6
・
げ
)
と
し
て
、
西
洋
額
納
物
の
嬬
種
法
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
問
中
芳
男
勧
業
寮
五
等
出
仕
と
「
板
橋
在
ノ
山
中
ニ
繰
業
同
行
致
ス
ヘ
キ
ノ
約
」
に
よ
り
「
江
都
有
名
ノ
楠
木
屋
内
山
長
太
郎
」
「
我
悶
一
ナ
リ
ト
称
フ
本
車
先
生
伊
藤
圭
介
君
」
ら
と
と
も
に
「
有
照
採
草
」
を
行
っ
て
い
る
〈
①
8
・
m
-
M
)
。
私
立
の
股
築
学
校
4
学
炭
社
を
立
ち
上
げ
た
津
田
仙
と
は
、
媒
助
法
の
試
験
の
折
に
接
触
が
あ
っ
た
の
は
前
に
見
た
通
り
で
あ
る
(
③
m
‘
5
・凶)。
ま
た
、
「
退
局
、
帰
途
万
世
僑
ノ
凶
隅
ニ
常
ニ
植
木
種
子
物
等
販
売
ス
ル
一
小
路
ア
リ
、
廿
内
応
前
二
郎
胤
学
講
義
混
々
舎
卜
明
書
セ
ル
際
札
ヲ
掲
ク
ル
ア
ル
ア
認
メ
シ
故
、
即
チ
該
広
近
傍
ナ
ル
浪
々
舎
ニ
歪
リ
、
山
崎
則
等
尋
問
ノ
折
柄
、
不
阪
、
勧
股
周
一
ニ
等
属
岡
毅
'
河
五
等
原
織
沼
完
之
其
他
大
政
省
成
笹
島
村
泰
ノ
諸
氏
ノ
会
ス
ル
ヲ
看
ル
、
之
閃
段
務
会
ノ
連
子
ナ
リ
」
(
③
叩
5
0
8
)
と
し
て
民
間
の
段
業
結
社
(
椛
(
幻
)
成
員
は
官
吏
を
含
む
)
で
あ
る
掬
炭
談
会
の
メ
ン
バ
ー
と
偶
然
出
会
う
な
ど
、
淡
政
末
端
官
僚
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
糸
口
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
会
出
藩
閥
の
問
題
由
民
業
生
・
隠
時
代
の
吉
田
に
と
っ
て
、
圧
倒
的
に
銭
触
回
数
が
多
い
の
が
、
吉
田
の
淡
業
生
任
命
を
斡
旋
し
た
石
井
省
一
郎
で
あ
る
。
上
京
し
て
か
ら
勧
業
擦
に
出
仕
す
る
ま
で
に
は
「
同
氏
ニ
寄
留
」
(
①
8
2
m
)
し
、
初
め
て
内
藤
新
宿
試
験
場
に
赴
い
た
際
は
、
岩
山
敬
義
勧
業
権
助
の
間
会
の
折
「
石
井
土
木
権
頭
ヨ
リ
ノ
依
頼
状
」
を
渡
し
、
河
臼
中
に
「
勧
楽
祭
員
外
政
業
生
」
を
拝
命
し
て
い
る
(
①
8
・
3
83 
4
)
。
内
務
省
に
お
い
て
奏
任
官
・
土
木
権
額
と
し
て
高
い
地
位
に
あ
る
石
井
が
、
問
じ
福
岡
(
小
倉
)
出
身
の
吉
田
を
推
薦
す
る
と
い
う
、
務
閥
の
人
間
関
係
が
、
吉
田
の
任
官
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
い
た
と
一
一
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
石
井
家
の
食
客
宮
崎
嘉
一
郎
と
と
も
に
博
覧
会
を
遊
覧
(
①
8
4
1
)
、
「
退
庁
ヨ
リ
武
田
君
宅
ニ
到
、
同
宅
ヨ
リ
悶
車
ニ
テ
石
井
氏
ニ
到
ル
、
小
笠
原
長
称
君
先
在
リ
、
一
机
四
娘
、
船
話
数
刻
、
洋
法
酒
食
」
(
②
9
1
幻
)
な
ど
、
石
井
家
と
の
交
際
は
衝
で
あ
る
。
滞
胞
を
寝
間
見
る
上
で
象
徴
的
な
の
が
、
「
午
後
ヨ
リ
石
井
家
到
レ
ハ
、
同
氏
明
廿
八
日
ヲ
以
テ
当
地
発
稜
北
陸
道
ヨ
リ
大
阪
府
等
ニ
巡
廻
昔、
/
箆
命
ア
ル
ヲ
以
テ
、
災
隊
別
長
ト
シ
テ
、
宇
佐
美
土
木
十
一
等
出
戸
w
k
v
仕
早
川
悶
九
等
出
仕
等
先
在
リ
、
予
モ
其
長
ニ
預
リ
、
酌
溜
数
制
剤
、
点空会
終
テ
閏
座
、
政
治
等
ノ
議
論
ヲ
始
、
河
氏
ヲ
以
テ
議
長
ニ
擬
ス
ル
ナ
リ
、
夜
務
ニ
シ
テ
四
散
ス
」
(
①
8
8
幻
)
と
の
記
述
で
あ
る
。
石
井
が
公
務
で
北
緯
1
大
阪
出
張
の
前
日
、
士
悶
聞
が
本
来
職
務
上
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
土
木
察
官
僚
と
宴
会
・
政
治
談
議
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
席
し
た
早
川
智
究
土
木
寮
九
等
出
仕
宇
佐
美
一
一
周
輝
同
十
一
等
出
仕
は
、
石
井
の
下
僚
で
ど
ち
ら
も
福
岡
(
小
倉
)
出
身
で
あ
り
、
少
数
派
で
あ
る
が
内
務
省
(
特
に
土
木
筑
/
局
)
に
お
い
て
石
井
を
中
心
と
す
る
「
小
倉
閥
」
(
福
岡
閥
)
と
も
い
う
べ
き
務
関
が
存
在
し
、
吉
田
も
そ
れ
と
関
わ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
接
触
機
会
が
多
い
の
が
宮
村
郷
三
で
あ
る
。
吉
田
が
上
京
す
る
際
に
郷
里
で
見
送
り
を
し
た
人
物
で
(
①
s
・
l
-
幻
)
、
程
な
く
宮
村
も
上
京
(
①
8
8
U
)
、
古
口
聞
が
「
石
井
家
到
リ
朔
子
身
上
ヲ
同
家
ニ
依
頼
ス
」
(
①
8
8
M
)
、
あ
る
い
は
「
宮
村
娘
一
一
一
子
来
ル
、
数
日
ノ
病
苦
ヲ
慰
セ
ン
為
メ
、
岡
子
ヲ
引
テ
問
ツ
谷
来
日
臨
ナ
ル
酒
宿
ニ
到
、
酌
酒
数
刻
」
(
①
8
9
・
m)
な
ど
、
お
互
い
に
親
し
く
接
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
末
松
謙
澄
や
安
広
伴
一
郎
ら
の
同
郷
者
と
の
接
触
が
み
ら
れ
る
。
末
松
安
広
は
吉
聞
と
共
に
郷
里
の
係
学
者
・
村
上
仏
山
に
学
ん
だ
朋
友
で
、
「
今
日
休
暇
、
午
前
ヨ
リ
米
松
謙
澄
氏
ヲ
芝
仙
台
屋
敷
週
内
壱
番
地
ニ
訪
、
幸
ニ
在
宿
、
緩
話
数
割
問
、
而
テ
向
子
ノ
誘
引
ニ
依
テ
、
芝
伊
勢
源
ナ
ル
会
席
瀬
市
山
ニ
受
リ
酌
澗
」
(
①
8
7
・
7
)
、
「
謙
滋
ニ
朝
鮮
ニ
出
ス
日
報
社
ニ
托
ス
」
と
し
て
朝
鮮
出
張
中
の
末
松
に
手
術
(
②
9
・
1
・
幻
)
、
「
今
日
病
臥
、
安
広
伴
一
郎
子
来
ル
」
(①
8
9
幻
)
な
ど
綴
し
く
交
際
し
て
い
る
。
末
松
の
父
‘
臥
雲
や
郎
の
村
上
と
も
、
「
末
松
臥
雲
ヨ
リ
ノ
手
術
来
着
」
(
①
8
・
5
・
m)、
「
末
松
臥
雲
(
中
略
)
仏
山
先
生
許
等
ニ
手
簡
出
ス
」
(
①
8
・
7
・
お
)
な
ど
、
度
々
品
世
簡
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
成
業
生
雇
時
代
に
は
同
郷
者
と
頻
繁
に
緩
触
し
て
い
た
の
に
比
較
す
る
と
、
正
規
の
官
僚
と
し
て
職
務
を
行
い
出
し
た
判
任
官
時
代
に
は
、
同
郷
者
と
の
接
触
は
極
端
に
少
な
く
な
る
。
特
に
石
井
省
一
郎
と
の
接
触
は
、
勧
山
崎
局
帥
州
民
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
正
規
の
官
僚
と
し
て
事
務
84 
に
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
部
局
外
の
同
郷
者
と
行
動
す
る
よ
り
も
、
仕
事
上
で
の
良
政
官
僚
と
の
付
き
合
い
が
優
先
さ
れ
て
、
結
果
と
し
て
所
属
す
る
部
局
へ
の
帰
属
性
を
深
め
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
板
畑
一
氏
が
勧
業
朝
日
/
勧
淡
局
が
「
部
局
間
性
」
の
強
い
'
世
間
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
勅
爽
任
官
だ
け
で
な
く
判
任
官
に
も
蓄
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
今
臼
在
宿
、
午
前
十
時
頃
安
広
伴
一
郎
来
訪
、
即
チ
同
人
ヲ
述
テ
今
川
小
路
街
頭
ノ
一
酒
席
ニ
テ
昼
食
ヲ
仕
舞
、
同
行
末
松
氏
ノ
宅
二
部
ル
、
閑
談
数
制
剤
、
夜
間
剛
ナ
ル
ニ
及
ピ
同
家
二
宿
ス
」
(
③
m
・
1
6
)
な
ど
、
河
郷
者
と
の
接
触
が
全
く
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
末
松
議
澄
に
至
っ
て
は
、
正
月
を
共
に
祝
う
な
ど
親
交
は
厚
く
(
①
日
1
4
1
)
、
晩
年
ま
で
そ
の
友
情
が
統
き
、
か
け
が
え
の
な
い
《
mv
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
内
務
省
刻
の
良
政
末
端
官
僚
は
、
出
持
任
官
以
上
の
「
淡
政
実
務
官
僚
」
の
指
示
の
下
で
、
政
策
立
案
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
を
挺
当
し
た
。
土
問
問
健
作
も
そ
の
よ
う
な
良
政
末
端
官
僚
の
一
人
と
し
て
、
内
藤
新
宿
試
験
場
や
内
図
勧
梁
博
覧
会
事
務
局
へ
日
々
出
仕
し
、
実
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
、
日
記
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
任
官
前
に
は
股
業
生
や
艇
な
ど
の
現
業
経
験
を
税
み
、
ま
た
自
ら
の
士
山
阪
に
よ
る
海
外
出
張
を
体
験
し
た
、
吉
田
ら
淡
政
末
端
官
僚
は
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
大
久
保
利
通
i
「
淡
政
実
務
官
僚
」
の
方
針
に
基
づ
く
政
策
股
聞
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
職
務
の
重
要
性
と
は
哀
腹
に
、
判
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
簡
単
に
俄
首
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
士
百
聞
の
河
潤
で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
良
政
末
端
官
僚
は
、
そ
の
就
官
に
務
閥
の
人
間
関
係
が
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
の
、
勧
業
寮
γ
/勧
災
局
の
職
務
に
従
事
す
る
に
つ
れ
、
「
山
脱
政
実
務
官
僚
」
と
の
関
係
を
深
め
、
務
閥
的
色
彩
を
薄
め
つ
つ
、
部
局
閥
的
問
質
素
を
深
め
て
ゆ
く
。
ま
た
、
日
々
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
関
係
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
(
明
治
十
五
)
一
月
、
吉
聞
が
淡
商
務
省
工
務
局
勤
務
時
代
に
出
張
先
よ
り
諮
簡
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
相
手
は
松
方
正
義
大
級
卿
品
川
弥
ニ
郎
淡
商
務
少
帥
棚
田
中
芳
朗
刀
同
大
沼
記
官
(
淡
務
局
長
)
岩
山
敬
綴
向
権
大
明
日
記
官
・
石
井
省
一
郎
内
務
省
大
沼
記
官
(
土
木
局
長
)
で
あ
っ
た
(
③
日
l
m
)
。
松
方
・
品
川
は
元
内
務
省
勧
段
局
長
、
田
中
と
岩
山
は
士
口
m
聞
の
上
司
で
あ
っ
た
「
良
政
実
務
官
僚
」
、
石
井
は
吉
田
に
と
っ
て
内
務
省
就
官
の
大
恩
人
で
あ
る
。
内
務
省
期
の
股
政
末
端
官
僚
と
し
て
の
人
的
関
係
が
、
以
後
の
吉
田
の
活
動
の
基
盤
と
な
っ
AM) 
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注
(i)
友
間
的
彦
「
内
務
省
則
に
お
け
る
政
政
実
務
官
僚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」
(
『
淡
村
研
究
』
一
O
問
、
ニ
o
o
b年)。
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友
岡
市
彦
「
民
政
実
務
官
僚
岩
山
敬
義
と
下
総
牧
羊
限
切
(
一
)
」
(
『
股
村
研
究
』
九
問
、
二
O
O
二
年
l
)
、
同
「
良
政
実
務
官
僚
岩
山
敬
義
と
下
総
牧
羊
場
合
一
)
」
(
吋
段
村
研
究
』
九
五
、
ニ
O
O
一
一
年
)
、
同
「
ウ
ィ
ー
ン
万
国
隙
覧
会
と
日
本
に
お
け
る
位
蚕
技
術
教
育
佐
々
木
長
涼
の
『
蚕
事
学
校
』
椛
惣
を
中
心
に
」
(
『
技
術
と
文
明
』
一
一
一
一
一
、
一
一
O
O
一一年)、
河
「
内
務
省
勧
段
政
策
の
展
開
と
段
政
突
務
官
僚
」
(
『
段
業
経
済
研
究
恥
別
問
日
本
政
染
経
済
学
会
論
文
集
、
一
一
O
O
一
年
l
)
、
前
掲
友
悶
「
内
務
省
期
に
お
け
る
段
政
実
務
官
僚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」
、
問
「
内
務
省
期
の
段
政
突
務
官
僚
と
勧
山
崎
政
策
の
展
開
」
(
『
段
村
研
究
』
一
O
六
、
ニ
O
O
八
年
)
な
ど
。
(3)
本
稿
で
述
べ
る
良
政
末
端
官
僚
と
は
、
内
務
省
勧
業
明
日
/
勧
段
局
に
所
属
し
た
内
務
官
僚
の
う
ち
、
当
時
の
官
制
上
の
判
判
任
官
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
、
本
航
で
紹
介
す
る
古
団
地
作
は
正
規
の
官
僚
で
は
な
い
股
梁
生
隠
か
ら
附
任
官
に
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
所
印
刷
職
掌
も
述
続
性
が
確
認
で
き
る
の
で
、
本
摘
で
は
便
宜
的
に
民
業
生
。
胞
も
含
め
る
。
(4)
友
朋
清
彦
「
下
総
牧
羊
場
の
系
融
合
一
)
牧
学
生
徒
と
牧
羊
場
職
員
た
ち
|
」
(
吋
段
村
研
究
』
九
じ
、
ニ
O
O一
一
一
年
)
、
前
掲
問
「
内
務
省
期
の
災
政
突
務
官
僚
と
働
災
政
策
の
炭
閲
」
、
同
「
明
治
前
期
に
お
け
る
一
段
政
官
僚
の
足
跡
と
業
総
股
梁
感
漆
家
・
後
藤
述
一
一
一
と
段
業
結
社
」
(
吋
段
付
研
究
』
一
O
八
、
ニ
O
O九
年
)
な
ど
に
判
判
任
官
や
艇
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
(
5
)
州
民
林
省
設
業
総
合
研
究
所
編
『
股
務
顛
末
』
金
六
巻
(
股
林
省
、
一
九
五一一
1
一
九
五
じ
年
)
。
(
6
)
忍
草
五
年
(
一
八
五
二
)
幅
削
岡
(
小
倉
滞
刷
閣
の
盟
後
図
京
都
郡
上
閉
村
、
現
稲
何
回
附
京
都
郡
み
や
こ
町
)
生
ま
れ
。
一
八
七
五
年
(
明
治
人
)
一
一
一
月
内
務
省
勧
業
旋
白
山
H
股
梁
生
、
河
年
五
月
勧
業
狭
間
服
、
一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
八
月
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
取
扱
旅
務
、
河
年
九
月
勧
業
祭
十
五
等
出
仕
、
問
年
十
二
月
勧
業
寮
十
四
等
出
仕
、
一
八
七
七
年
(
明
治
十
)
一
月
内
務
九
等
縞
(
勧
山
崎
局
事
務
取
扱
内
悶
博
覧
会
兼
務
)
、
一
八
七
八
年
(
明
治
十
一
)
一
月
淡
工
業
制
資
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
出
張
、
斑
麻
紡
絞
を
研
究
、
何
年
八
月
勧
股
局
側
、
一
八
八
O
年
(
明
治
十
一
一
一
)
九
月
帰
闘
命
令
、
一
八
八
一
年
(
羽
治
十
四
)
五
月
ヱ
務
局
勤
務
、
同
年
七
月
間
局
勧
エ
認
勤
務
、
一
八
人
間
年
(
初
治
十
七
)
六
月
段
商
務
省
御
用
掛
、
工
務
局
事
務
取
獄
、
悶
月
近
江
麻
糸
紡
紋
会
社
創
立
、
問
年
八
月
間
投
機
械
蛾
入
及
び
職
工
阪
入
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
フ
ラ
ン
ス
へ
出
張
、
一
八
八
六
年
(
明
治
十
九
)
三
月
段
荷
務
一
ニ
等
技
手
、
一
八
八
七
年
(
明
治
二
十
)
五
月
北
海
道
庁
へ
出
張
、
北
海
道
製
麻
会
社
創
立
、
同
年
八
月
道
庁
五
等
妓
附
、
問
年
十
一
月
栃
木
県
に
下
野
麻
紡
総
会
社
創
立
、
紡
航
機
械
賀
入
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
ギ
ー
へ
出
破
、
一
八
八
九
年
(
明
治
二
十
二
)
一
月
帰
問
、
問
年
五
月
北
海
道
製
麻
会
社
事
業
監
督
、
一
八
九
O
年
(
明
治
二
十
一
一
一
)
九
月
非
職
、
同
年
十
月
北
海
道
製
麻
会
社
#
務
委
員
長
、
同
年
十
一
月
新
制
時
似
村
(
札
幌
市
)
に
鍛
線
所
設
段
、
一
八
九
二
年
(
明
治
二
十
五
)
一
一
月
死
去
。
古
聞
は
一
八
八
一
年
に
リ
ン
ネ
ル
(
斑
麻
布
)
製
造
創
設
沼
お
よ
び
予
算
明
細
書
を
提
出
し
て
以
来
、
製
綿
業
界
で
議
開
帆
を
挙
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
(
北
海
滋
総
務
部
行
政
資
料
室
編
『
北
海
道
附
拓
功
労
者
関
係
資
料
集
録
』
下
巻
、
一
九
七
二
年
、
二
ハ
ニ
ー
一
六
三
頁
な
ど
を
参
照
)
。
(
7
)
吉
田
飽
作
関
係
文
書
(
図
立
国
会
図
書
館
密
政
資
料
室
所
政
)
。
ニ
O
一
一
年
(
平
成
二
十
一
三
現
在
で
二
一
一
点
の
資
料
群
で
、
大
野
千
枝
子
氏
(
明
治
則
の
官
俄
で
あ
っ
た
大
野
誠
の
品
目
孫
)
か
ら
山
口
和
夫
氏
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
)
、
松
沢
裕
作
氏
(
当
時
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
助
教
)
の
仲
介
在
経
て
一
一
O
Oじ
年
(
平
成
十
九
)
1
ニ
O
O八
年
(
平
成
ニ
十
)
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
吉
田
の
関
係
文
書
が
大
抑
制
家
に
残
っ
た
経
総
は
詳
ら
か
で
な
い
。
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日
記
は
①
「
明
治
八
年
乙
亥
一
月
起
巡
遊
日
誌
」
(
古
m
山
地
作
関
係
文
お
一
、
一
八
七
五
年
一
月
三
十
一
日
1
十
一
月
二
十
じ
日
)
、
②
「
開
明
治
九
年
一
月
間
刷
旅
日
誌
一
一
」
(
官
邸
健
作
凶
係
文
書
一
一
、
一
八
七
五
年
十
二
月
一
日
i
一
八
七
六
年
二
月
二
十
日
〉
、
③
「
明
治
十
年
一
月
起
総
旅
日
誌
一
ニ
」
(
古
閉
館
作
関
係
文
お
一
一
一
、
一
八
七
七
年
一
月
一
自
1
七
月
七
日
)
、
①
「
官
倣
日
誌
明
治
十
凶
年
福
島
栃
木
群
馬
」
(
士
一
口
問
健
作
関
係
文
お
四
、
一
八
八
一
年
十
一
月
十
一
一
日
i
一
八
八
二
年
二
月
九
日
)
、
⑤
「
官
激
日
誌
切
治
十
五
年
北
海
道
」
(
吉
田
健
作
関
係
文
部
五
、
一
八
八
二
年
六
月
十
六
日
1
十
月
六
日
)
、
⑤
「
明
治
十
六
年
十
一
月
総
旅
日
誌
」
(
士
岡
田
健
作
関
係
文
諜
六
、
一
八
八
三
年
十
一
月
三
十
日
1
十
一
一
月
二
十
三
日
)
、
⑦
「
球
球
紀
行
」
(
官
邸
健
作
関
係
文
襟
七
、
一
八
八
五
年
十
月
十
日
1
十
二
月
一
日
)
の
七
点
で
、
③
①
・
⑥
⑦
は
い
ず
れ
も
出
問
祝
日
誌
。
ほ
か
に
、
協
時
携
行
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
手
帳
(
吉
郎
他
作
関
係
文
治
一
一
)
に
出
張
時
の
日
記
が
一
必
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
主
に
①
②
③
を
取
り
上
げ
る
。
本
稿
で
日
記
か
ら
記
述
を
引
用
す
る
場
合
、
適
宜
句
読
点
在
施
L
、
出
山
内
に
つ
い
て
は
例
え
ば
①
「
閉
山
治
八
年
乙
亥
一
月
起
巡
滋
日
誌
」
の
一
八
じ
五
年
(
明
治
八
)
十
月
十
五
日
の
記
述
は
、
(
①
8
凶
日
)
と
拙
附
記
す
る
。
(9)
明
治
五
年
(
一
八
七
一
一
)
十
月
に
大
蔵
省
組
税
採
勧
山
崎
課
が
東
京
府
間
ツ
谷
内
藤
新
宿
に
設
閉
院
し
た
官
州
国
政
栄
試
験
場
。
一
八
七
問
年
(
明
治
七
)
一
月
に
政
務
が
大
政
省
か
ら
内
務
省
に
移
管
さ
れ
る
と
、
内
務
省
勧
栄
W
M
の
所
管
と
な
り
、
場
内
に
勧
栄
W
M
m
胤
務
課
が
卵
胞
か
れ
、
勧
業
筑
出
張
所
と
称
し
た
。
一
八
七
七
年
(
明
治
十
)
一
月
に
勧
股
局
試
験
場
と
改
称
。
一
八
七
九
年
(
明
治
十
一
一
〉
五
月
に
宮
内
省
に
移
管
さ
れ
て
鮒
物
御
苑
と
な
る
。
設
相
μ
経
粋
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
閉
山
治
初
年
大
政
省
勧
燥
政
策
の
展
洲
過
説
」
(
内
問
山
史
』
一
一
五
、
ニ
O
一
O
年
)
で
触
れ
た
。
(ω)
友
田
氏
は
前
拘
「
内
務
省
則
の
山
民
放
出
火
務
官
僚
と
勧
政
政
策
の
展
開
」
で
、
「
本
航
の
対
象
と
す
る
時
期
に
お
い
て
は
、
九
一
問
、
つ
ま
で
も
な
く
出
身
部
胞
と
の
関
係
が
重
姿
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
「
務
閥
に
焦
点
を
あ
て
て
民
政
官
僚
の
問
題
点
E
論
じ
る
に
は
、
ま
た
別
の
論
者
を
用
怒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
敢
え
て
滞
闘
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
」
と
祈
っ
て
い
る
。
(
孔
)
板
嵐
哲
夫
「
大
久
保
内
務
卿
期
(
明
治
六
年
一
一
月
1
一
一
年
五
月
)
に
お
け
る
内
務
省
官
僚
」
(
近
代
日
本
研
究
会
編
吋
幕
末
維
新
の
日
本
い
年
報
近
代
日
本
研
究
一
ニ
、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
一
年
所
収
)
。
(
ロ
)
一
八
七
一
一
一
年
(
明
治
六
)
十
月
に
大
政
省
航
税
特
訓
勧
染
諜
が
開
始
し
た
陣
阿
茶
教
育
制
度
で
、
内
藤
新
宿
試
験
場
に
お
い
て
「
噂
ラ
牧
裕
樹
装
段
総
械
使
用
等
之
現
業
ニ
而
巴
従
事
教
務
」
と
し
て
、
牧
務
樹
芸
肌
脱
出
掛
具
な
ど
の
実
際
の
利
mu現
梁
を
通
じ
て
投
術
教
育
が
行
わ
れ
た
。
一
八
七
凶
年
(
明
治
七
)
一
月
よ
り
内
務
省
勧
業
筑
波
務
課
の
管
榔
と
な
り
、
一
八
じ
五
年
(
明
治
八
)
十
月
に
廃
止
。
段
梁
生
に
つ
い
て
は
、
安
藤
郎
芳
明
良
学
事
始
め
駒
場
雑
務
』
(
峰
山
矧
、
一
九
四
六
年
)
、
同
編
『
駒
場
淡
学
校
等
史
料
』
(
東
京
大
学
凶
版
会
、
一
九
六
六
年
)
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
吉
郎
の
日
一
必
に
は
段
業
生
と
し
て
悶
分
友
情
瀬
部
mNf
滋
丸
猪
八
郎
が
登
場
す
る
が
(
①
8
6
日
)
、
こ
の
う
ち
務
丸
は
の
ち
に
下
総
牧
羊
場
の
庖
に
な
っ
て
い
る
(
前
拘
友
田
「
下
総
牧
羊
場
の
系
静
(
二
)
」
)
。
(
日
)
前
者
に
つ
い
て
は
、
脱
出
政
末
端
官
僚
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
「
新
政
府
の
人
材
登
別
は
地
縁
、
血
縁
、
人
紙
に
依
拠
し
た
情
実
任
用
に
流
れ
る
」
と
し
て
、
明
治
初
年
の
政
府
の
官
吏
任
朋
の
典
型
で
あ
っ
た
(
清
水
唯
一
朗
「
明
治
日
本
の
官
僚
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
ー
そ
の
制
度
、
運
用
、
実
態
i
」
吋
法
学
研
究
』
八
一
一
i
一
一
、
ニ
O
O九
年
)
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
一
例
を
挙
げ
る
と
、
舟
木
氏
は
一
八
七
四
年
(
明
治
七
)
一
月
に
効
哨
批
判
M
岡山
に
な
っ
た
の
ち
、
同
年
三
月
に
勧
業
技
十
二
等
出
仕
に
な
っ
て
い
る
(
品
川
掲
友
凹
「
下
総
牧
羊
場
の
系
総
合
一
)
」
)
。
ま
た
雨
明
咽
治
人
は
一
八
じ
七
年
87 
(
明
治
十
)
十
二
月
に
勧
政
局
設
業
生
に
な
っ
た
の
ち
、
勧
段
局
御
用
掛
(
准
判
任
)
同
八
等
印
刷
と
な
っ
て
お
り
、
就
官
に
は
先
に
段
政
末
端
官
僚
と
な
っ
て
い
た
災
兄
岩
手
間
峰
雄
の
紹
介
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
福
羽
逸
人
『
回
開
銀
』
、
財
罰
法
人
悶
民
公
悶
協
会
新
宿
御
苑
、
二
O
O六
年
)
。
(
は
)
務
根
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
同
じ
染
料
航
物
の
苛
終
(
イ
ン
デ
ィ
ゴ
)
に
つ
い
て
の
一
八
じ
じ
年
(
明
治
十
)
六
月
二
十
一
日
付
吉
田
健
作
起
集
の
勧
防
局
へ
の
問
答
は
『
股
務
期
末
』
第
五
巻
(
一
九
五
六
年
)
、
二
一
三
一
一
一
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
日
)
吉
田
の
手
帳
に
は
、
「
問
中
へ
」
と
題
す
る
党
設
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
反
訳
者
岡
山
入
/
事
五
」
「
外
国
殺
莱
闘
ノ
本
壱
」
「
倒
股
局
仮
出
張
所
ノ
事
一
ニ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
案
件
と
そ
の
順
序
を
示
す
と
思
し
き
数
字
が
控
え
ら
れ
て
い
る
(
古
田
健
作
文
書
一
一
)
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
の
取
調
の
成
果
を
問
中
芳
巾
刀
に
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
(
凶
)
吉
岡
地
作
録
、
山
名
党
議
悶
、
問
中
芳
男
武
田
岡
田
次
凶
。
「
勧
皮
肉
秘
版
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
は
一
八
七
七
年
(
明
治
十
)
に
出
版
さ
れ
た
も
の
か
。
日
記
で
は
、
挿
絵
を
揃
い
た
山
名
と
接
触
が
あ
る
ほ
か
(
袋
2
参
照
)
、
田
中
と
出
勤
掛
け
に
「
版
権
ノ
諸
ヲ
談
」
じ
て
い
る
(
③
問
。
2
3
)
。
(
げ
)
大
久
保
利
通
内
務
卿
の
主
導
に
よ
り
、
産
業
奨
励
を
目
し
て
一
八
じ
七
年
(
明
治
十
)
八
月
二
十
一
日
1
十
一
月
三
十
日
に
洲
附
加
さ
れ
た
第
一
団
内
閣
勧
業
時
覧
会
の
こ
と
。
一
八
七
六
年
(
明
治
九
)
じ
月
二
十
じ
目
、
内
務
省
中
に
事
務
局
が
置
か
れ
、
事
務
は
お
お
む
ね
内
務
省
勧
梁
奴
/
勧
政
局
の
職
員
が
兼
務
し
て
い
る
(
表
2
参
照
)
。
内
閲
勧
業
博
覧
会
に
つ
い
て
は
、
図
雄
行
『
博
覧
会
の
持
代
明
治
政
府
の
博
覧
会
政
策
恥
(
岩
図
書
院
、
一
一
O
O五
年
)
を
参
照
。
(
同
)
古
羽
の
手
帳
に
は
、
「
ミ
ル
氏
ノ
政
府
論
」
と
し
て
、
「
沼
田
国
ノ
故
大
幸
福
ハ
人
民
各
自
ヲ
シ
テ
其
産
物
ノ
最
大
計
ヲ
収
領
セ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
」
と
の
巾
引
き
込
み
が
あ
る
(
吉
郎
健
作
文
3
一
一
)
。
お
そ
ら
く
は
、
一
一
一
聞
の
仲
間
説
会
で
聞
い
た
ジ
ョ
ン
ス
チ
ュ
ア
i
ト
ミ
ル
の
議
論
を
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈
印
)
一
八
じ
六
年
(
明
治
九
)
三
月
十
二
日
太
政
官
述
筋
二
七
号
(
輪
廓
時
間
)
、
『
法
令
全
3
h
第
一
一
冊
、
二
九
O
頁。
(
却
)
前
掲
板
坂
「
大
久
保
内
務
卿
郎
(
明
治
六
年
一
一
月
1
一
一
年
五
月
)
に
お
け
る
内
務
省
官
僚
」
。
(
れ
)
州
民
林
省
股
務
局
編
『
明
治
前
期
勧
段
事
政
輯
録
』
上
巻
(
大
日
本
山
脱
会
、
一
九
三
九
年
)
、
五
一
一
一
七
1
五
四
一
頁
。
内
務
省
矧
に
限
る
と
、
一
八
じ
五
年
神
鞭
知
市
武
田
昌
次
・
南
部
蹴
山
口
辰
次
郎
中
桐
協
利
尚
川
成
種
舟
木
w
H
飯
凹
孝
次
多
国
元
吉
、
一
八
七
六
年
池
田
誠
成
富
岡
被
次
郎
石
川
正
龍
梅
津
約
一
拠
背
納
、
一
八
じ
七
年
門
馬
崇
経
、
一
八
七
八
年
松
方
正
義
伴
三
郎
'
吉
田
健
作
。
山
限
寅
吉
内
山
平
八
武
羽
田
尚
次
、
一
八
八
O
年
村
上
要
信
が
派
泣
さ
れ
て
い
る
が
、
制
決
局
長
の
松
方
と
武
田
(
一
八
七
七
年
以
降
は
判
任
)
を
除
い
て
い
ず
れ
も
判
任
官
や
泥
な
ど
の
股
政
末
端
官
俄
で
あ
る
。
(m)
内
聞
記
録
局
編
『
法
焼
分
奴
大
全
』
第
二
巻
官
職
門
ニ
(
阪
市
世
間
山
、
一
九
七
八
年
)
、
八
O
七
頁
。
〈
幻
)
我
部
政
男
広
瀬
順
峨
抑
制
『
悶
立
公
文
古
館
所
政
勅
奏
任
官
履
歴
原
芯
』
下
巻
(
柏
投
一
一
加
、
一
九
九
五
年
)
、
ニ
五
二
氏
。
(
剖
)
た
だ
し
、
こ
の
免
宮
が
一
八
七
五
年
(
明
治
八
)
九
月
二
十
四
日
の
勧
明
地
税
職
制
章
程
の
改
正
を
受
け
て
の
こ
と
な
の
か
、
単
な
る
冗
官
の
免
則
な
の
か
、
は
た
ま
た
同
年
十
月
の
民
業
生
の
廃
止
に
つ
い
て
の
こ
と
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
(
お
)
一
八
じ
六
年
(
明
治
九
)
四
月
と
一
八
七
じ
年
(
明
治
十
)
十
一
月
の
官
民
銀
の
内
務
省
勧
業
従
/
勧
股
局
の
官
僚
数
を
単
純
比
較
す
る
と
、
決
任
八
名
‘
判
任
八
一
一
一
名
が
削
減
さ
れ
て
い
る
(
寺
問
寿
人
縦
『
明
治
初
期
8 
の
官
民
録
職
員
録
』
第
一
一
一
巻
、
守
附
書
洞
、
一
九
七
七
年
)
。
(
お
)
古
聞
の
御
親
肢
の
手
元
に
大
久
保
箔
の
お
軸
が
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
何
か
し
ら
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
古
田
健
作
と
土
日
凹
地
球
展
ガ
イ
ド
』
(
み
や
こ
町
股
史
民
俗
陣
物
館
、
ニ
O
O九
年
)
章。
〈
幻
)
閉
山
政
義
会
に
つ
い
て
は
、
友
凹
清
彦
「
附
段
議
会
と
『
間
決
雑
報
』
|
明
治
初
期
の
肌
刷
業
結
社
と
そ
の
人
々
」
(
吋
段
業
経
済
研
究
』
七
六
一
、
ニ
O
O四
年
)
参
照
。
(
お
)
前
掲
絞
思
「
大
久
保
内
務
郷
期
(
明
治
六
年
一
一
月
1
一
一
年
五
月
)
に
お
け
る
内
務
省
官
僚
」
。
(
却
〉
古
凹
の
死
後
、
末
松
が
士
口
問
の
逃
附
酬
を
集
成
し
て
『
泉
郷
の
友
思
』
(
春
阪
堂
、
一
八
九
六
年
)
を
刊
行
し
て
い
る
。
末
松
は
そ
の
絡
百
に
「
識
か
岡
田
は
ん
稿
独
り
存
し
て
人
己
に
空
し
く
予
を
し
て
転
た
一
眼
痕
を
拾
ふ
て
以
て
逃
編
に
対
せ
し
め
ん
と
は
然
り
と
雌
ど
も
他
作
能
く
予
を
知
り
予
亦
能
く
他
作
を
知
る
予
の
張
る
は
狛
勉
作
の
在
る
が
加
し
健
作
夫
れ
以
て
附
慨
す
べ
き
哉
」
と
記
し
て
お
り
、
生
前
の
親
衛
な
交
際
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
吉
田
の
死
虫
当
日
の
正
七
位
叙
位
に
つ
い
て
も
、
末
松
を
介
し
て
遺
族
へ
通
知
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
(
「
正
七
位
叙
位
通
知
」
、
吉
田
健
作
関
係
文
お
二
一
一
)
。
(
却
)
士
山
田
の
評
伝
に
は
、
「
骨
相
深
く
松
方
口
問
川
河
公
の
知
過
を
議
れ
り
、
盤
し
君
の
製
総
事
梁
創
設
の
難
局
に
当
り
其
成
功
を
奏
し
た
る
規
画
経
営
多
年
の
制
限
背
を
哨
む
る
に
由
る
と
雌
ど
も
、
抑
亦
問
公
上
に
税
り
訓
誠
帥
附
帯
す
る
の
致
す
所
な
り
、
又
即
位
く
限
中
芳
男
氏
の
谷
間
刷
を
受
け
其
総
陶
を
紫
る
少
小
な
ら
ず
、
君
潟
に
人
に
澗
て
日
く
我
裁
を
啓
く
も
の
は
問
中
先
生
、
我
総
を
義
成
し
我
事
業
を
成
就
せ
し
め
し
は
松
方
公
、
我
士
山
を
高
尚
に
し
我
気
節
を
砥
砺
せ
し
は
品
川
公
な
り
」
と
の
記
述
が
あ
る
(
高
谷
光
雄
『
日
本
製
麻
史
』
、
一
九
O
七
年
、
四
四
五
1
問
問
六
賞
、
藤
原
正
人
間
制
『
明
治
前
期
産
業
発
迷
史
資
料
』
別
間
六
二
一
一
、
会
、
一
九
七
O
年
所
収
)
。
明
治
文
献
資
料
刊
行
門
付
記
〕
吉
田
健
作
の
史
料
情
報
に
つ
い
て
は
、
松
沢
裕
作
氏
(
専
修
大
学
経
済
学
部
准
教
授
)
、
川
本
英
紀
氏
(
み
や
こ
町
際
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
)
よ
り
種
々
ご
救
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
